
一般的なプライベート・エクイティ・ファンド（PEファンド）と当社との相違点

事業投資を戦略上の有力な選択肢としているため、当社のビジネスモデルは、しばしばPEファンドと比較されます。主体的に経営に関与
する点や投資先の企業価値最大化を図る等の点において共通点はあるものの、当社の事業投資は、自らの企業価値の向上を目指し、既
存ビジネスとのシナジー創出に注力する点やトレード利益や配当を中心にリターン（キャッシュ）を享受する等の点で、違いがあると認識し
ています。

投資先の流動性 投資先の保有比率 投資先の保有期間 ビジネス間シナジー リターン（キャッシュ）

一般的な 
PEファンド 原則、非上場 原則、過半数～100%

EXITを前提に 
比較的長期 原則なし キャピタルゲイン 

及び配当

当社 上場／非上場を 
問わない

業態・市場環境等に 
応じて個別に決定

継続保有を前提に 
期間は定めていない

既存ビジネスとの 
シナジーを創出

原則、トレード利益 
及び配当
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各産業バリューチェーンの強みを持つ領域にのみに進出、経営資源
を集中投下。強力なプレイヤーが存在する領域には進出せず、サプラ
イヤーや流通サイドに徹する。

継続的かつ厳格な資産のモニタリングを通じて効率性を追求。基準
に抵触した資産からはEXIT。出資時にEXIT条件を設定することで、
損失拡大を抑制する（ Page 47 事業投資プロセス）。

別の産業・市場で成功したビジネスモデルを新たに進出した産業・
市場の産業特性に合わせてカスタマイズしながら水平展開すること
で、進出コストやリスクの低減に繋げています。

最小限の経営資源の投下や､投資先が得意とする機能を最大限に
活用した全体最適の追求により、資産効率の最大化を目指す。

強力なプレイヤー

水平展開

企業価値創造ドライバー

資産戦略
強みを持つ領域への投資

リスク管理
資産効率の追求

企業価値創造ドライバー

資産戦略
強みを持つ領域への投資

リスク管理
資産効率の追求

成功モデルの水平展開

資産効率の追求

リスク管理による投資効率の継続的な維持・向上

強力なプレイヤーとの競合は避ける

バリューチェーンで見るビジネスモデル
産業バリューチェーン、すなわち「縦方向」では、得意とする機能が最大限に発揮できる領域でリスクを抑えながら､

商機を拡大しています。

継続／EXIT

小売

効率的な投資

シナジーの創出
全体最適の追求
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磨き上げてきたビジネスモデル  
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